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2025年度開設・改組

富山県立大学

福岡工業大学

ノートルダム
清心女子大学

大阪電気通信大学

椙山女学園大学

金沢学院大学

神奈川工科大学

東京通信大学

明治学院大学

日本女子大学

麗澤大学

千葉工業大学

高知工科大学

周南公立大学

山陽小野田市立
山口東京理科大学

下関市立大学

情報工学部

データサイエンス学部
データサイエンス学科

工学部医薬工学科

情報科学部情報科学科

データ＆イノベーション学群

情報変革科学部
情報工学科、認知情報科学科、
高度応用情報科学科

工学部工学科

建築デザイン学部
建築デザイン学科

情報数理学部情報数理学科

情報マネジメント学部
情報マネジメント学科

工学部応用化学生物学科

情報工学部情報工学科

情報社会学部情報デザイン学科

建築・デザイン学部
建築・デザイン学科

情報デザイン学部
情報デザイン学科
情報工学部
情報マネジメント学科

開設

開設
学位分野を工学関係に変更

開設

開設

開設

開設

開設

開設

開設

改組

開設

開設

開設
入学定員を100名に変更

開設

開設
入学定員を90名に変更

開設

社会人学生の受入強化：「数理・データサイエンス・AI」の
リテラシーレベルと、応用基礎レベルを取得し、社会人が
働きながら、オンラインで体系的に学べる仕組みを導入。
今後は、デジタルリテラシー協議会のDX推進パスポート
等の資格と対応した科目群を検討する計画

県内外高校向け出張講義、高校向け科学探究支援の
ほか、県内企業や行政機関向け講座の実施など

2023年度に西日本の高校を中心に185校を訪問し、広
報活動実施

小中高向けの出前授業や教育委員会と連携した小学校
向け「おくすり教室」の実施、留学生フェアの参加、社会
人受け入れに向けた講座の実施等

女子学生対象セミナー、地域DX教育研究センターを通
じた教員・学生による情報教育やデータ分析イベント、出
張授業の実施等

大学等名 設置学部学科 学位
分野

入学
定員

改組
内容
※1

届出・
認可

実施状況、
主な変更など

多様な入学者の確保の
取り組み実績、進捗状況

大学・高専機能強化支援事業支援１
初回選定校の計画進捗状況

初回（令和5年度）選定校のうち、開設、開設
予定の大学の計画、進捗状況や主な変更点、
多様な学生確保の取り組み等を、
公開されている報告書からピックアップ。

工
1150
※改組前
600

F 認可

工 160 B 届出

工 60 D 届出

工 100 A 認可

工・経済 60 B 届出

工 360 B 届出

家政・工 100 B 届出

理 80 A 認可

工 100 A 認可

工・文 100
（102） A 認可

工 150 B 届出

工 90 D 届出

工 90
（100） A 認可

工 145 D 届出

工 100 A 認可

工
（経済・理） 80 A 認可

202４年度開設・改組

福井県立大学

恐竜学部恐竜・地質学科

生物資源学部生物資源学科

生物資源学部創造農学科

市内高校向け探究学習支援。特別選抜を実施し、社会
人学生や私費外国人留学生を募集等

地域のSSH指定校に教員11名を派遣し、研究活動の
支援や評価実施、県立中学校１年生９０名への体験学
習実施等

地域の高校向けに出張講義や入試説明会の実施等に
より研究志向の入学者増。2026年度から3年次編入学
試験を実施し、社会人学生の受け入れ強化予定

地域の小中高との連携（2023年度実績では出前講義
46校3,045名、大学見学21校631名の実施等）

2026年度に附属高校設置予定。中高生や社会人が
アクセスが容易なメタバース教室空間を構築し、説明会
等実施等

共通テスト利用選抜で情報Ⅰ必須、数学と同じ比重評
価、総合型選抜で数学、情報、統計に関連した資格試験
合格者を、出願書類の審査と面接審査（口頭試問）で評
価。課題レポートの指定図書を数学、情報、統計と幅広
い分野から選択可能にするなど新規層へアピール等

2023年のオープンキャンパスで説明会を8回実施、高
1・２生向けDM送付、首都圏の高校訪問や進学相談
会を171校で実施等

連携・協定校への出張講義、留学生受入れ強化に向け
説明会やガイダンス強化等

女子高生やその保護者向け説明会の実施、帰国生徒
型・社会人型入試の実施等

数学を課してない入試方式で入学した学生を想定し、
数学入門の専用コンテンツ（能力別クラス、対面とオン
ライン組合せ）を導入

理系を目指す女子中高生支援プログラム、市内中学校
への出前授業実施等　

県内のDXハイスクール12校との連携、情報学部に特
化したミニ・オープンキャンパスの実施、情報系の資格取
得者や課題探究を行った者対象の総合型選抜実施等

女子学生キャリアデザインセンターによる継続的な女子
学生の支援実施。学校推薦型選抜に女子特別選抜を
創設し、入試得点率上位3名に50万円支給する女性エ
ンジニア育成奨励金制度も創設。女子高対象の体験学
習講座や授業、高校向け探究学習講座、地域の小学校
向けの実験教室等実施等

総合型選抜および一般選抜で国語・英語・数学・理科・
情報の5教科から2教科選択制にすることで、理数リテ
ラシーの高い文系学生にも受験を促す。理工系女子志
願者増を目的とした学生募集イベント「Rikoフェス！」の
実施、高大連携講座開催や社会人特別選抜の導入等

女子枠・編入学・社会人対象入試の実施等

大学等名 設置学部学科 学位
分野

入学
定員

改組
内容
※1

届出・
認可

実施状況、
主な変更など

多様な入学者の確保の
取り組み実績、進捗状況

理 30 A 認可

農 50 D 届出

農 30 D 届出

工 100 B 届出

理

工・経済

農

60 D 届出

100 D 届出

工 100 B 届出

理・工 200  A 認可

工・経済 350  B（A） 届出

工 120  B 届出

工 110 D 届出

工 120 D 届出

工・経済 80 D 届出

工・経済 80 D 届出

工・理 100 D 届出

工・農 90 D 届出

理・工 180 A 認可

工 120 A 認可

110 D 届出

文・工 40 C 認可

90 A 認可

「文理統合型人材」受け入れのため、文理選択に依らな
い入試の実施。学校推薦型選抜で女子枠入試実施。女
性エンジニア育成センターを新設し、理工系女子の紹介
冊子制作、科学体験教室実施予定。県教育委員会との
協定に基づき、進学校向けにデジタル教育支援予定

新たな総合型（デジタルイノベーター型発掘）選抜を実施
し、募集人員15人に対し47人の志願者を集めた。学校
推薦型選抜で女子推薦枠拡大を実施、女子の志願者
数は昨年比104.7%と増加

女子校向けの指定校推薦枠の設置。女子校向けの出
張授業、学校説明会の実施、高１生対象の告知実施、
年間を通じてセミナー・ワークショップを対面、オンライン、
オンデマンド等で実施し、入学後の具体的な学修イメージ
醸成、保護者向けにもセミナー、動画配信実施等

ジェンダー学生の受け入れについてWebサイト等に明示、公
表。海外の大学と協定を新規締結（学術交流2校：ベトナ
ム、タイ、学生交流3校：韓国、台湾、オランダ）

2024年度の学校推薦型選抜「理工系女子対象公募
制」を、2025年度入試では総合型選抜に移行、理工系
女子特別奨学生制度を新設等

入試科目は数（出題範囲は数Ⅲ含む）、英、物、化重視。KG
スカラシップ学校推薦型選抜に10名の女子枠を設定。社
会人の受入れについて専願制の社会人選抜を設ける、石
川県商工労働部と協働でリカレント教育プログラム開発等

一般入試Ａで全学部・全学科において3教科型の入試
の採用。公募制推薦入試で新たに教科型を採用

特別連携校や近畿圏の高校向けに見学会（20校）、模
擬授業（12校）など広報活動実施。文系型入試を導入

総合型選抜で、オープンキャンパスのプログラミング入門参加者
に、作成したプログラムをプレゼンさせる体験学習型入試を実施

受験生向けサイトに女子学生の動画や就職実績、体験談
を掲載した効果で他学科より高い志願者の女子比率に

大学改革支援・学位授与機構 令和5年度選定分実施計画・状況よりまとめ ＊報告書提出時点（2024年5月31日）の情報
（一部の情報については、大学の公表情報に基づき最新情報を掲載。ただし2026年度以降の開設・改組の情報は予定であり、変更になる場合がある。）

【表の見方】　赤字は計画からの変更点（P.8～9は変更予定、検討中を含む。開設年度を変更した場合は、変更年度に掲載）、（ ）内は計画申請時のもの。
※1 改組内容  A：学部の新設　 B：学部の新設（当該大学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）　C：既存学部における学科の新設
D：既存学部における学科の新設（当該大学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）　 E：既存学部の収容定員の増加　F：既存学科の収容定員の増加

国際文化学部情報社会学科

情報科学部情報科学科

理学部情報数理学科

データサイエンス学部
データサイエンス学科

獣医学部
グリーン環境創成科学科

工学部

理工学部

ビジネスデータサイエンス学部
ビジネスデータサイエンス学科

環境共生学部環境共生学科

工学部電子情報工学科
（電子情報システム工学科）

工学部電気システム工学科
（電気エネルギーシステム工学科）

工学部機械情報工学科

情報学部情報システム学科

情報学部情報マネジメント学科

環境学部地球環境学科
（地球環境システム学科）

環境学部食健康科学科

理工学部
生物科学科、情報科学科、
建築学科

情報学部情報学科

山口県立大学

北海道科学大学

城西大学

大妻女子大学

北里大学

日本福祉大学

追手門学院大学

関西大学

武庫川女子大学

広島工業大学

安田女子大学

松山大学

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設
学科名称変更

2025年度開設
学科名称変更

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設
学科名称変更

2025年度開設

2025年度開設

2025年度開設

工・
保健
衛生

2025年度開設　改組内
容を「学部の新設（当該
大学が授与する学位の分
野の変更を伴わないも
の）」に変更

＊1

＊1 開設・開設予定の大学
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データサイエンス学部
データサイエンス学科

旭川市立大学

博多大学（仮称）

関西国際大学

久留米工業大学

甲南大学

関西大学

桃山学院大学

京都橘大学

桜花学園大学

東京医療保健大学

立教大学

芝浦工業大学

駒澤大学

青山学院大学

共愛学園前橋
国際大学

青森大学

長野大学

地域創造学部

共創情報科学部
（環境・情報科学部）

ソフトウェア情報学部
ソフトウェア情報学科

デジタル共創学部
（デジタル・グリーン学部）

統計・データサイエンス学部
統計・データサイエンス学科

グローバル・メディア・
スタディーズ学部  メディア工学科

システム理工学部
※課程制へと変革

環境学部

医療保健学部医療保健学科
（健康デジタル学科）

情報科学部
ソーシャルデータサイエンス学科
（情報科学部教育データサイエンス学科）

デジタルメディア学部
デジタルメディア学科
（工学部デジタルメディア学科）

デジタルメディア学部
デジタルメディア学科通信教育課程
（工学部デジタルメディア学科
通信教育課程）　

工学部ロボティクス学科

工学部工学科
（地域連携DX学科）

システム理工学部
グリーンエレクトロニクス工学科

理工学部
環境・エネルギー工学科

情報学部情報学科

工学部情報ネットワーク工学科

工・経済

工・農・
家政・
経済

工・社会・
社会福祉

理・社会・
社会福祉

工・
保健衛生

工

工

工

工

工

工

工

理

工・理

工
（工・理・
教育・保育）

理・工・
経済・社会
・社会福祉

工

工

工・理

100

100

45
（50）

80
（100）

62
（60）

204

80

100

360

160

100

110
※改組前
90

160

40

80

60

90

90
※改組前
70

705
※改組前
485

A

A

C

D

D

B

C

B
（D）

C

A

B

E

A

D

A

B

A

E

E

高校生の授業受入れや高校への講師派遣、情報科教員向
け研修実施、中高生向けデータサイエンス教材の作成等

市内小中校向け講座や体験教室の実施、高大連携授
業「バイオサイエンス入門」開講、入試説明会等で女子
学生を多く紹介等

入試で女子枠を設ける、初等中等教育機関を含めた総
合的学習の学習機会の提供、特定技能実習取得制度
を開始し留学生受入れ強化等

新学科との接続に関する附属高校との協議、履修証明
プログラムの設置に向けたオープンバッジの導入等

女子校と連携する中で女子の動向や農業への興味など
の情報を得て女子学生確保に向けた取り組み実施等

女子学生の確保について教育課程やキャリア教育面で
の支援等も検討中

多様な入試の設定や女子学生確保に向けた高校との
連携強化についてカリキュラム内容と連動し検討等

有識者より「理工系女子学生の動向と増加支援施策」
の知見提供、高校の探究支援をさらに発展させ多様な入
学者の確保へ

神奈川・東京の女子校訪問、2024年3月にガイドブック
を制作し、情報提供開始

理系人材確保のため一般選抜で数学重視型入試や小
論文入試開始、女子学生確保に向け在学生やOGとの
懇談会等でニーズ調査等

入試や模試の動向等のデータに基づき志願者確保につ
ながる専門領域の設定等について検討

学生確保の見通しに関する高校生調査等について業者
と協議。その他は設置計画の検討を踏まえて今後検討

高校生向け事前ニーズ調査(721サンプル回収)を実施。
分析結果を学内の検討材料としている

南九州で中核的な小規模事業体をターゲットにしたリカレント教育
の構築可能性を探る調査の実施や教育プログラム開発に着手等

リケジョ推進事業実施、女子枠入試の検討、単位の先取り
を行える科目を看護学部で開講し協定校で実施、海外の日
本語学校との連携強化、特設サイトでの広報活動開始等

高校調査で理系女子の傾向について情報を得られた。
女子中高生向けの調査も取り組む。出張講義の講義
テーマにフードテック導入等

新学部設置準備委員会で検討予定。海外大８校と協定
締結、留学生受入れに向け検討

2024年度「JST女子中高生の理系進路選択支援プ
ログラム」採択、地域高校への説明会の実施のほか、
地域に閉じない広報の展開の検討、多様な人材確保
のため、総合型選抜導入の検討、地域企業向けDX
教育の募集等

新データサイエンス学部

理学部理学科

情報工学部情報工学科

情報イノベーション学部　
情報エンジニアリング学科、
共創社会システム学科

工学部　
グリーン科学技術学科、社会
創造学科、情報デザイン学科

デジタル創造学部
デジタル創造学科

農学部農業生産学科

国際経営データサイエンス
学部

横浜市立大学

名古屋市立大学

福山市立大学

北九州市立大学

八戸工業大学

東日本国際大学

再編ワーキンググループで検討・
書類作成中

入試、教員増員スケジュール検
討、カリキュラム改定準備

・開設年度を2026年→2027年
に変更して検討中
・学位を工のみ、学位の分野の変
更を伴わない学部新設に変更し
て検討中
・入学定員の変更を検討中

入学定員の変更を検討中

高校生、企業等のニーズ調査実
施、施設整備の基本計画策定、他
大学視察等

企業・農協等関係団体との関係
構築、学部長の選定等

文科省へ事務相談、先行大学の
調査、有識者からの意見聴取の
結果、構想を再考

ニーズ調査、アドバイザリーシンポ
ジウム、先進事例視察実施

設置準備室を設け職員配置、企業への人
材需要調査、入学意向の予備的調査実施

設置準備室発足、社会ニーズ把
握のためのヒアリング、調査、それ
を踏まえたカリキュラム検討等

外部有識者を交えた構想の具体
化、学部長予定者検討、工期の
都合や工事費の高騰から新棟計
画策定の早期化

学研フードテック共創プラット
フォームへの教職員参画、近隣高
校教員への意識調査実施

競争環境や学生募集状況、開設準備
課題等を踏まえて計画を改めて検討中

アカデミックプランや新棟建設等
の詳細整理

高校への負担等配慮し高校向け調
査は予定より遅らせて実施、施設等
の仕様は構想によるため、施設の
調査は構想の進捗に応じて実施

学科構想WG設置、職員の関連
セミナー参加、ニーズ調査等実施

入学定員の変更を検討中

学部名を変更

中心街キャンパス移転およびサテ
ライトキャンパスの検討を継続中

東都大学

神田外語大学

中央大学

東洋大学

東京都市大学

昭和音楽大学

四日市大学

京都女子大学

京都光華女子大学

大阪経済法科大学

広島修道大学

西九州大学

南九州大学

健康スポーツ科学部
健康スポーツ科学科
農業情報学部農業生産科学科、
生産環境工学科、食料ビジネス学科
環境イノベーション学部
環境イノベーション学科

デジタル理工学部
デジタル理工学科

芸術工学部芸術工学科

環境情報工学部

食農科学部

健康科学部食品生命科学科

情報学部情報学科

農学部

健康データ科学部
（健康データサイエンス学部）

健康栄養学部地域・医療・食品・
健康・データサイエンス学科

理・経済

理

工

工

工

工

工

工

家政・
工・農

工・音楽

工・経済

工・経済

工・理

農・工・
経済・理

農・理・
家政・経済

理・農・
家政

経済・工

農

農

工
（工・社会・
社会福祉）

120

300

100

135

300

300

140

200

100

100

100

100

50

160

260
（160）

40

80

90
※改組前
43

80
（50）

118
（120）

入試科目に数学の組み込み検討、小中学生向けプログラミ
ング講習開催、他大学と共同で社会人向けDX教育開催等

学科新設検討委員会の設置、校舎
の準備、科目の開発と実践開始等宮崎産業経営大学 経営学部経営情報学科 工 40

B

D

A

A

B

B

B

A

A

A

A

C

A

A

C

A

E

B

B
（A）

A

C

2027年度開設・改組（予定）

大学等名 設置学部学科
名称は仮称・未定

学位
分野

入学
定員

改組
内容
※1

実施状況、
主な変更など

多様な入学者の確保の
取り組み実績、進捗状況

文理問わず受けやすい入試の検討（得意科目重点加点な
ど）、入学後に不得意分野を補えるカリキュラムの検討等

企業や自治体と連携した科目設定に
向けて地元商工会議所等と協議中等

認可前広報として市内高校向け説明会や学校見学実
施、留学生受け入れに向け、ベトナムの大学での模擬講
義実施、フィリピンの大学との教育研究交流模索中

教育課程原案策定、2025年認
可前広報、海外教育連携、新棟
建設等

入試関連組織を改組し、入試、学生募集、離学者防止の
3部会で入試を議論。県立高校３校と新たに高大連携協
定の締結。連携高校の全てに担当教職員を配置等

キャンパスを置く地域の自治体や企
業等との連携の交渉・調整、学内
のタスクフォースで科目の議論等

女子生徒の進路拡張に向けDXハイスクール選定校と
のコンソーシアム立ち上げ構想中等

連携予定の企業と基幹教員のク
ロアポやPBLについて協議開始
等

留学生受け入れのため、海外協定高校からの推薦入学
と日本語学習をセットで学ぶ正規教育プログラム
「NEXUS Program」を新学部も検討等

各種調査、フィールドワーク先の候
補地検討、新研究棟や教室の改
修等

入試科目に数学と理科等を追加予定、女子学生確保の他大
学の取り組み調査、留学生向け日本語教育の見直しやキャリ
ア形成支援促進のためのサポート・支援の関連研修実施等

各種調査、設置推進室設置、産
官学連携事業実施委員会設置
のための規程整備、新棟建設等
　

AO入試（グリーンエレクトロニクス選抜）でどのような実績
を問うか検討予定

・開設年度を2026年度に変更
・入学定員を62人に変更して検討中

特定の女子校対象の見学会、公募制女子特別推薦の
検討、探究活動の出張講義の実施等

大学全体の入学定員を増減なし
の届出に変更

社会人の科目等履修生を想定して全国の大学の取組の
調査等実施等

開設年度を2025年→2026年
度に変更

高大接続教育プログラム修了者対象の新たな総合型選
抜導入等

認可前PR活動を計画より早期から実
施。メタバース教育環境の企画設計等

福岡県、隣接県の高校訪問等

改組を念頭に入試改革を実行中。多様な入学者確保がで
きているか、入試結果の量的・質的分析、多様な高校への
聞き取り、ヘルスデータサイエンス分野の出張講義実施等

開設年度を2025年度→2026年度
に変更（キャンパス計画見直しのため）

実業系や総合科の生徒も受験しやすい入試の検討とリ
メディアル教育科目の充実を計画等

開設年度、学科名称を変更、学
位分野を工のみに変更予定

女子の志願者増に向けた広報施策の準備、地域の初等
中等教育機関との連携、留学生の受入れ強化の準備、
社会人受け入れ強化に向け2023年度より社会人向け
リカレント・リスキリング講座を実施、新学科の設置に合わ
せて教育分野の拡大と通信教育課程を中心とした受入
れ強化の準備等　

学部名称の変更等を検討中

入学定員の変更を検討中

女子生徒向けミニオープンキャンパス、女子校対象サ
マーインターンシップ、協定女子校推薦入学者選抜、理
工系女子特別入学者選抜（総合型）、埼玉県内の高校
教員との懇談会等。課程制に伴う入試は検討中

参考となる大学へのヒアリングや
職種・コースごとの就職先職種分
析のための出口調査、高大接続
イベント実施（追加開催も）

入試科目をカリキュラムと合わせて検討中。社会人学
生の需要や留学生受け入れ強化に向けた調査・分析
を実施中

入学定員の変更と学科の名称変
更検討中

2026年度開設・改組（予定）

大学等名 設置学部学科
名称は仮称・未定

学位
分野

入学
定員

改組
内容
※1

実施状況、
主な変更など

多様な入学者の確保の
取り組み実績、進捗状況

2024年度検討

大学設置準備中

＊大学改革支援・学位授与機構令和５年度選定分実施計画・状況よりまとめ（報告書提出時点〈2024年5月31日〉の情報。一部の情報については、大学の公表情報に基づき
最新情報を掲載。ただし記載内容は全て予定であり、変更になる場合がある。）
【表の見方】赤字は計画からの変更点（変更予定、検討中を含む。開設年度を変更した場合は、変更年度に掲載）、( )内は計画申請時のもの。
※1 改組内容  A：学部の新設　 B：学部の新設（当該大学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）　C：既存学部における学科の新設
D：既存学部における学科の新設（当該大学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）　 E：既存学部の収容定員の増加　F：既存学科の収容定員の増加


